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　赤塚城の名残をとどめる緑豊かな
赤塚溜池公園の池で、夏休み中の子
供たちや大人が釣りを楽しんでいま
す。池を巡り階段を上ると板橋区立
郷土資料館です。小林事業部会長の
挨拶、清水部会員の説明のあと、館
長の秋山さんから館の沿革・区の地
形等について概説がありました。
　板橋区は東京23区の北西にあり、
北側が荒川に面した低地、南側が武
蔵野台地です。三田線の志村坂上か
ら志村三丁目への途中で地下鉄が地
上に出ますが、まさしく武蔵野台地
のへりで約20ｍの高低差とのこと
でした。高台のへりは日当たり・水
はけが良く、古くから人々が住みつい
たようです。
　全体会のあと班行動になりました。
１階の常設展は「生きる 暮らす 戦
う」が三大テーマです。「生きる」は
３万年前の旧石器時代から平安時代

までの生活の展示で、数多くの遺跡
の発掘が行われた様子の写真や各時
代の石器、土器などが展示されてい
ました。「暮らす」は中世・近世が中
心です。板橋は豊島郡と呼ばれ、豊
島氏が支配して板橋郷、赤塚郷、志
村庄ができましたが、のち太田道灌
に滅ぼされ、道灌を頼ってきた千葉
氏が赤塚郷を所領しました。江戸時
代に徳川氏の直轄領となり、加賀藩
前田家の下屋敷もあって、今も金沢
小学校にその名が残っています。中
山道一番目の宿場、板橋にかかわる
展示も目を見張るものがありました。
平坦な低地の徳丸ヶ原は幕末、西洋
砲術の訓練をやった高島秋

しゅう

帆
はん

にちな�
み、今は高島平といいます。「戦う」�
は近代以降です。戦時中は軍事産業
が盛んで、双眼鏡、測量器などの工�
場があり、戦後はその技術が光学器
械、カメラ等に活かされ、貴重なカメ
ラ類が並んでいました。なお、中央に
弥生時代の遺跡、江戸時代の村、昭和
の空襲前の板橋の町の模型が置かれ、
壁側の鎌倉時代から伝わる田遊びの
神事の映像、また興国元年（1340）�
鋳造の大

だい

堂
どう

寺の鐘も見られました。
　セミの大合唱のなか、生垣で囲っ
た中庭に移動し、幕末の頃にできた
茅葺の古民家の見学をしました。ザ
シキ（奥座敷）とデイ（表座敷）、納戸、
お勝手の四つ間造りの田の字型でし
た。土間の竈

かまど

では小学生の火起こし
体験などを行うとのことでした。台
所に蛇口が後付けされていました。

家の脇に井戸、漬物樽、納屋があり、
また他家の田舟、庭に石燈籠や庚申
塔などが収集されていました。
　２階の企画展は戦後70年、平和都�
市宣言30周年を記念する「板橋の
平和」でした。平和祈念像の写真は
板橋区役所にある立像で、長崎の坐
像と同じ北村西望作です。また、沖
縄戦で亡くなったご子息の遺品、家
族写真などの寄贈された資料が展示
されています。次に戦前の写真が並
び、電車を待つ風景はのどかで庶民
の状況は普段と変わりません。一方
で出征兵士を送り出す写真、銃後の
様子、千人針、寄せ書き、焼夷弾な
ども展示されていました。戦争が激
しくなると、見送りの縮小や消費統
制が強まっていく様子も「隣組回報」
などの資料でわかります。今回、解
説を大きく加えず見学者自身が資料
で確認できる形を心がけたそうです。
集団疎開先での子供たちの集合写真、
急造の成増陸軍飛行場、加賀藩下屋
敷跡の陸軍火薬製造場の写真も残さ
れていました。平和都市宣言記念事
業としての中学生の広島・長崎の旅
や絵画展の写真もあります。時代の
変化を感じ取り声を出していく必要
性や、今の小学生は祖父母も戦後生
まれで、日常戦争の話は出ないので、
このような催しがあることを周囲に
お伝え願えればとのお話で約１時間
半の学習会を終えました。
� 参加者43人。

【取材】文・写真：広報部会・内匠屋京子

江戸東京博物館友の会　学習会
（平成27年８月27日）
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　10月10日から特別展「浮世絵か
ら写真へ」が始まりました。この展
覧会では、浮世絵と幕末に渡来した

写真がお互いに影響し合って、それ
ぞれに面白い表現方法を編み出して
いった過程を確認できます。
　日本に写真が渡来したのは幕末の
長崎でした。浮世絵や東都歳事記の
挿絵などに描かれた、名所や美人の
テーマは写真の中にも取り入れられ
ます。浮世絵の名所とそっくりの場
所と思える風景写真の展示では、絵
と比較することによって時代の違い
を感じられます。写真の「凌雲閣百美
人」は錦絵「江戸名所百人美女」の
100人の美人を集めるという発想に
ならったものでしょう。白黒の写真
に彩色を施し、浅草の凌雲閣で展示
されました。会場でも、100人全員
の写真がパネルになっています。
　明治になると、写真を参考にして
そっくりの浮世絵が描かれるように

なります。小林清親の「大久保利通
公肖像」など、明治の浮世絵師の描
いたちょっと不思議な絵が見られま
す。
　現在は廃れていますが、写真油絵
という技法で描かれた絵が展示され
ているのも見どころです。旧江戸城
の写真を撮影したことで有名な横山
松三郎が考案し、弟子の小

あ ず き ざ わ

豆澤亮一
が引き継ぎ、特許を取りました。それ
までの彩色写真とは一線を画す、見
事な出来栄えです。　
　エピローグでは相撲の街にふさわ
しく、相撲錦絵と明治の相撲の写真
を展示。最後は写真に油絵具で彩色
された横綱白鵬の優勝額がお見送り
してくれます。� 参加者67人。

【取材】文・写真：広報部会・中村貞子

江戸東京博物館友の会特別観覧会
（平成27年10月16日）
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◆ このコラムは江戸東京博物館のいろいろ
な職務の方々に執筆をお願いしています。
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　歌川広重の『名所江戸百景』のなかに富士塚を題材に
したものが２種あります。いずれも目黒区内にあった
「元

もと

不
ふ

二
じ

（富士）」と「新
しん

富
ふ

士
じ

」です。元富士は文化９年
（1812）に丸

まる

且
かつ

講が築き、山腹に建てた石碑や頂上の石
せき

祠
し

・浅間神社等に、講のシンボルマーク「 」を彫り込
みました。そのため「丸且富士」と呼ばれ、大評判にな
りました。
　これに刺激されたのでしょう。文政２年（1819）、
択
えとろふ

捉探検で知られる近藤重蔵も、目黒の別邸内に新しく
富士塚を築きました。以来、丸且富士を「元富士（不二）」、
重蔵の築いた富士を「新富士」と呼ぶようになり、共に
名所となりました。
　新富士は昭和34年（1959）までありましたが、元富士
は明治11年（1878）に取り壊されました。その際、石碑
や浅間神社は同じ区内にある大橋の氷川神社へ移されま
した。その後は長い間本殿脇で風雨に曝

さら

されていました
が、近年「目黒富士」浅間神社として日の目をみるよう
になりました。
　氷川神社の境内は国道246号に接する高台にありま
す。この高台を利用して開かれたのが、目黒富士です。
登山道は神社正面の階段に向かって左側へ少し歩きます
と、同じ並びに交番があります。この交番と神社の間の
狭い隙間が登山道の始まりです。コンクリートの階段を
数段登りますと、その後は自然の地

じ

山
やま

です。頂上を10
合とする合

ごう

目
め

杭
くい

の１合目がすぐ脇に立てられています。

え ど 東 京 一 景

（3） －目黒富士－

【取材】イラスト：広報部会・福島信一
文：同・光田憲雄　　　　　　

　６月より展示事業係で働いており
ます、杉山哲司と申します。必ず間違
えられますが、名前は「てつじ」では
なく「さとし」です。高校生までは竹
の棒クラブ（剣道部）で、むさくるしい
生活を送っていました。その後、大
学・大学院で江戸時代（主に朝幕関
係）を勉強しながら、德川記念財団や
新宿歴史博物館で働かせていただき
ました。
　今回はお世話になった德川記念財
団との出会いについてお話します。德
川記念財団を初めて知ったのは、浜松
市美術館で行われた「戦国の覇者徳
川家康と浜松」展の内覧会に行った時

です。自分はまだ大学３年生で、展示
を見に行くというよりは鰻を食べに
行くことが目的でした。しかし、思わ
ぬところで気持ちが高ぶりました。そ
れは、德川記念財団理事長をはじめ
とする徳川家の方々をお見かけした
ことです。「あの方々が徳川家の後裔
か！」歴史を学んでいた自分にとって
は、まるで芸能人を見たかのような気
分でした。その１年後の夏、德川記念
財団で仕事をさせていただくことに
なりました。今思えば、浜松での出来
事は伏線だったのかもしれません。浜
松でお見かけした理事長にもお会い
し、今までにない緊張を味わいまし

た。江戸時代の大名たちも将軍に御目
見した時は、相当緊張したことでしょ
う。怒られてしまうかもしれませんが、
「これで自分は旗本と名乗れる」と心
の中で思ってしまいました。貴重な経
験をさせていただいたので、今後に活
かしていきたいです。
　今年の３月まで大学院に在籍して
いたので、社会人になるのは初めて
です。皆様に多々ご迷惑をおかけす
るかと思いますが、ご指導ご鞭撻の
ほど、よろしくお願いいたします。

「自称」旗本 展示事業係　杉山　哲司（すぎやま　さとし）
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　今回は麻布から広尾・白金方面へ
と歩きました。猛暑からいきなり秋
になったような８月下旬で、蝉時雨
に包まれながらの街歩きでした。

霞山稲荷明神祠から
瑞泉山祥雲禅寺
　前回の続きは七仏薬師如
来（東福寺）ですが、現存し
ていないため次の霞

かすみ

山
さん

稲
荷明神祠（現櫻田神社）から
回ります。東京メトロ日比
谷線六本木駅下車、夏休み
で賑わう六本木ヒルズを抜
け、けやき坂通りを上った
丁字路近くに櫻田神社の鳥
居が建っています。境内は
さほど広くありませんが、拝殿前に
は文政９年（1826）奉納の天水桶が
二つあり、その赤さびが歴史を感じ
させました。
　神社前のテレビ朝日通りを進むと、
左側に朝日観世音を本尊とする専称
寺があります。新選組隊士・沖田総
司の墓があることで有名ですが、命
日（６月24日）以外は非公開のため、
訪れる人の姿はありません。石灯籠
の周りにはナスがたわわに実ってい
ました。
　すぐ近くの通り沿いには子安薬師
如来（瑠璃光如来）が本尊の正光院が
あります。図会の頃にあった大師
堂・不動堂・地蔵堂などはすべて戦
災で焼失しており、今は再建された
本堂があるのみです。しかし、墓地
には当時の年号が刻まれた仏像型の
墓碑が多数残っていました。
　中国大使館を左手に見て通りをさ

らに進んでいくと木下坂の下りとな
り、左側には有

あり

栖
す

川
がわの

宮
みや

記念公園が広
がっています。元は盛岡藩南部家下
屋敷で、有栖川宮熾

たる

仁
ひと

親王邸となっ
た後に下賜されています。園内には
丘陵や渓谷・池などが配され、変化
に富んだ景色の中を歩けば気分爽快
です。この日も散歩する人の姿が数
多く見られました。
　木下坂を道なりに進んで外苑西通
りを越えた先の商店街には「広尾散
歩通り」という名前がつけられてい
ます。文字通り散歩気分で歩いてい
くと、突き当たりに瑞泉山祥雲禅寺
の山門が見えました。ここから塔

たっ

頭
ちゅう

の東江寺・霊泉院・香林院を左右に

見て鍵形の道を行くと祥雲寺の境内
に至ります。本堂の左手に墓地があ
り、奥まったところには覆堂に納め
られた福岡藩主・黒田長政の墓があ
ります。さらに周辺には黒田家をは
じめとする諸大名の墓地群があって、
実に壮観です。また、玄

げん

冶
や

店
だな

の名の
元になった医師岡本玄冶や浄瑠璃の
初代常磐津文字太夫などの著名人の
墓が多数ありますが、とにかく墓地
が広大すぎて、探すのも一苦労でし
た。

毘沙門天から冬嶺山松秀寺
　墓地の脇は明治通りで、平行して
渋谷川が流れています。川の南側の
都立広尾病院あたりは土筆が原（広

ひろ

尾
おの

原
はら

）と呼ばれていました。挿絵には
ススキの生い茂る広尾原や、渋谷川
の水を取り込んだ広尾水

みず

車
ぐるま

が描か
れていますが、付近の橋や歩道橋の

名
所
図
会
を
歩
く
…
㉒

［霞山稲荷明神祠から冬嶺山松秀寺］
上から眺めてもその面影は全くあり
ません。
　歩道橋を渡った目の前が毘沙門天
で有名な多聞山天現寺です。山門を
入ると左手に毘沙門堂があり、毘沙
門天王の石碑が建っています。堂前
には天保６年（1835）寄進の雌雄一
対の虎石像があり、その表情は迫力
満点です。また、光孝天皇御

み

陵
ささぎ

の石
灯籠も門の脇に置かれていました。
　明治通りを東へ向かい、光林寺前
から五之橋を渡って渋谷川沿いの道
をさらに進みます。四之橋の手前で
郵便局の所を右折すると、三光坂
（三

さん

銛
こ

坂）へと向かう道です。挿絵や
切絵図には鷺

さぎのもり

森神明宮が右手に描
かれていますが、現在の地
図には全く載っていません。
痕跡を探して付近を歩いて
みると、とある家の庭に木
造の鳥居と祠がありました。
近くに寄って確認はできま
せんでしたが、鳥居の向き
から見ると鷺森神明宮の跡
だと思われます。
　三光坂の手前を左折する
と氷川神明宮（現白金氷川
神社）があります。本殿の
右側の稲荷神社は宇

う

迦
か

之
の

御
み

魂
たまの

大
おお

神
かみ

という衣食住の神様を祀っ
ていますが、何ともこぢんまりして
いて目立ちません。しかし、石段の脇
に並ぶ狐のうち２体は親子狐で、そ
の微笑ましい姿には思わず口元が緩
みました。
　通りを進むと冬嶺山松秀寺があり、
山門前に「日

ひ

限
きり

地蔵尊」の石碑が建っ
ています。正式名は延命地蔵菩薩で
すが、寺務所で確認すると現在は本
堂奥の本寿院に安置されていて、中
興開山・快

かい

存
そん

上人の命日のみ檀家に
開帳されるそうです。境内には挿絵
に描かれた六地蔵がそのまま残って
いました。寺の脇が桜田通りで、東
京メトロ南北線・都営三田線の白金
高輪駅はすぐそばです。

【取材】歩いた人（文・写真とも）：
　広報部会・菊池真一

（えど友ホームページに地図と写真
レポートが掲載されています）

江戸

（天現寺の虎石像）

▲長谷川雪旦　広尾原
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各編とも来年１月から第３期を開講
　期ごとに改めてお申込みいただくことになっております
のでご注意ください。自動継続ではありません。なお、人
数に余裕のある中級編の受講はおすすめです。
◆入門編
•講師：田中潤さん（学習院大学非常勤講師）
•開催日：１／６（水）、２／３（水）、３／２（水）
◆初級編
•講師：安藤奈々さん（学習院大学大学院史学専攻）
•開催日：１／20（水）、２／17（水）、３／16（水）
◆中級編
•講師：吉成香澄さん（豊島区教育委員会文化財保護専門員）
•開催日：１／16（土）、２／27（土）、３／19（土）

•時間：各講座とも�午前の講座は10時30分～12時30分�
午後の講座は14時～16時

•会場：各講座とも江戸博１階会議室
•定員：各講座とも80人（会員のみ）
•参加費：各講座とも全３回1,500円（初回一括払い）
•申込締切：各講座とも11月30日（月）必着

◆第２期の残日程
　入門編11／４（水）、初級編11/18（水）、中級編11/21（土）

【企画担当責任者】宮　俊（事業部会）

第159回「江戸時代　公家の衣装」
講師　田中　潤さん（学習院大学非常勤講師）
◆�江戸時代、京都に居住した公家はどのような装束に身を包
み、京都や江戸における儀式に参加していたのでしょうか。
男性公家の装束は、一般に「衣冠束帯」と表現されますが、
本来、衣冠と束帯とはその構造を異にする別の装束です。
この講座では、束帯と衣冠の実際の着装を通じて、公家
装束の構成、夏冬における生地の区別、伝統的な二重織
物などを紹介し、江戸時代における服飾を中心とした有識
故実の世界を紹介いたします。

◆講師略歴：たなか・じゅん
　�昭和53年埼玉県生まれ。学習院大学大学院人文科学研究
科博士後期課程修了。博士（史学）。現在、学習院大学非
常勤講師・東京文化財研究所研究補佐員・公益財団法人
德川記念財団特別研究員。公家装束を中心にした日本服
飾史のほか、公家文化、有識故実などを中心に研究。
•開催日時：12月１日（火）　14時～15時30分
•申込締切：11月23日（月）必着
•会場：江戸東京博物館・１階ホール
•定員：200人　同伴者可（はがきに氏名連記）
•参加費：会員500円・同伴者600円（当日払い）

【企画担当責任者】西村英夫（事業部会）

「館蔵古文書翻刻プロジェクトチーム」活動開始
代表　丹羽　高利

　９月から「館蔵古文書翻刻プロジェクトチーム」（略称
「翻刻チーム」）が活動を開始しました。
　このチーム発足の狙いは、『町方書上』の全巻翻刻を
終えたチームをそのまま解散することを惜しみ、新しい
チームを立ち上げ「町方書上プロジェクトチーム」の人材
と実力を引き継ぐと共に、古文書講座受講生の更なるス
テップアップの場を提供しつつ、友の会としてその知的
財産を将来にわたって継承していくことにあります。更
に、解読古文書の対象を江戸東京博物館所蔵の古文書と
することにより、「博物館と連携して地域文化の向上に寄
与する」という友の会の主要目的を実現しようとすると
ころにもあります。
　この活動の成果をどのような形で具体化するかは、こ
れからの進捗状況に合わせ検討することになっています。
　新チームのメンバーを募集した結果、「町方」出身者９
名（男５、女４）、新規応募者９名（男５、女４）の18名と
なり、８月20日（木）に、江戸博市川寛明学芸員のご出席
を得て、初顔合わせ並びにオリエンテーションを行いま
した。
　最初に取り組む館蔵古文書は、市川学芸員の推薦で『新
古改撰誌記』（31巻）と『類聚撰要』（51巻）と決まり、こ
の文書の学術的説明を受けた後、この18名を２班に分け、
抽選でそれぞれの班の担当古文書が決まりました。

　前者は、「五役」の中間頭の勤め方に関する控書であり、
後者は雉子町の名主齊藤月岑が編纂した町触集の写本で
す。
　９月から、いよいよ解読作業が始動しました。まだ少
しばかりの解読ですが、それぞれの文書に書かれている
一端を紹介します。
　『新古改撰誌記』では、中間・小人が連名で上司の頭衆
宛に「毎日二人で宿直しているが、食事の支給がないた
め、弁当を持参している。ところが、暑中の節は持参の
弁当は翌朝には甚だ風味が悪くなり、寒中は弁当が冷え
きっており難儀している。特に早朝よりの御成御供があ
るときには殊更です。ついては、宿直の際は、朝・夕・
夜の食事の提供をお願いします」と願書を出し、「腰弁」
の切実な願いは早速聞き届けられました。
　『類聚撰要」』では、家屋敷（土地）売買の手数料並びに
諸方面へのお礼（町礼）が多分に掛かり、町人が難儀して
いることから、「分一金（町への納付金）は百両につき２両、
町礼は名主へ銀２枚、五人組へ金百疋宛、町中家持一人
に鰹節一連宛とし、それ以下で行われているところは従
来通りに行いなさい」との触が出されています。
　まだまだこれから興味深い記事が出てくると思われま
す。読み解くのが楽しみです。
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会員優待のお知らせ会員優待のお知らせ

●特別展　「�浮世絵から写真へ　�
　―視覚の文明開化―」

会　期：10月10日（土）～12月６日（日）
休館日：毎週月曜日（ただし11月23日は開館、11月24日

（火）は休館）
会　員：一般670円、65歳以上340円、大・専門生540円
同伴者：一般1,080円、65歳以上540円、大・専門生860円
　　　　＊高校生、中学生、小学生は65歳以上と同じ。
●（注）割引を受けられる同伴者は１人だけです。

次回予告

●特別展　「�レオナルド・ダ・ヴィンチ�
　―天才の挑戦」

会　期：１月16日（土）～４月10日（日）
休館日：毎週月曜日（ただし１月18日、３月21日・28日は

開館、３月22日（火）は休館）
会　員：一般730円、65歳以上370円、大・専門生580円
同伴者：一般1,160円、65歳以上580円、大・専門生930円
　　　　＊高校生、中学生、小学生は65歳以上と同じ。
●（注）割引を受けられる同伴者は1人だけです。

企画展のご案内

●市民からのおくりもの2015
会　期：10月20日（火）～12月６日（日）
休館日：毎週月曜日（ただし11月23日は開館、11月24日

（火）は休館）
会　場：常設展示室　５Ｆ企画展示室

次回予告

●天璋院の用箪笥（仮称）
会　期：１月２日（土）～２月21日（日）
休館日： 毎週月曜日（ただし１月４日・11日・18日開館、 

１月５日（火）は休館）
会　場：常設展示室　５Ｆ企画展示室

『江戸名所図会』の挿絵で歩く江戸の町（3）�
　－岩本町から吉原町の旧地まで
◆�前回の終点岩本町から「於玉が池」「藍染川」「弁慶橋」「大
門通」「錦絵」と題した挿絵の場所をめぐります。歩行
距離は３kmほど、所要時間は２時間半を予定。
　なお、解散は東京メトロ日比谷線の人形町駅になります。
•開催日：12月６日（日）　小雨決行
•集合時間：13時15分（時間厳守）
　　　　　　 受付は12時45分より開始、集まり次第出発
•集合場所：東京メトロ日比谷線「秋葉原」駅５番出口、
　　　　　　 和泉橋北詰の広場
•申込締切：11月26日（木）必着
•定員：�150人　同伴者可（保険申込の都合上、はがきに氏名、

住所、電話番号を連記）

•参加費：会員、同伴者とも500円（当日払い）
【企画担当責任者】下永博道（事業部会）

好評開催中！

好評
開催中！

•「えど友広小路」原稿募集！•
　江戸東京に関連することで、普段あなたが思った
り感じたりしていることはありませんか？　日頃か
らいろいろ関心を持って調べたりしていることはあ
りませんか？
　それを1000字程度の文章にして、えど友広小路の

「会員投稿欄」にぜひご応募下さい。広報部会ではみ
なさんの投稿をお待ちしています。順次掲載させて
いただきます。
　原稿は江戸博「友の会事務局」宛にお送り下さい。
送付先：〒130-0015　東京都墨田区横網１-４-１
� 江戸東京博物館「友の会事務局」
　また、原稿を電子メールでも受け付けできるよう
にしました。下記専用アドレスにお送り下さい。ご
意見、ご要望をメールでいただくこともできますの
で、ご活用下さい。
広報部会メールアドレス：

edo_tomo_koho@yahoo.co.jp
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催事のお申込方法
◆�普通はがきに、 

①催事名（略名可）・開催日 
②会員番号（必須） 
③氏名（同伴者連記） 
を明記して下記の「友の会事務局」へ。

◆申込は、催事ごとに会員１人１通。
◆友の会へのご意見・ご要望があれば記入して下さい。
◆申込先：〒 130-0015　東京都墨田区横網 1－4－1
　　　　　江戸東京博物館 「友の会事務局」
＊「えどはくカルチャー」など江戸博への申込とは違います。

＊お申込いただきますと、「受講票」をお送りします。当日ご持
参のうえ、受付で登録して下さい。

　なお「受講票」は逐次お送りするのではなく、申込締切数日後
一斉にお送りしますので、それまでお待ち下さい。

＊いずれも申込多数の場合は抽選となることがあります。
＊「受講票」未着のお問合せや参加予定変更の連絡などはなるべ
く事務局員出勤の火曜日か金曜日（10時～12時、13時～17
時）にお願いします。

＊「受講票」がないと受講できません。必ず事前に申込をしてか
らご参加下さい。


